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江
戸
時
代
の
米
子
の
豪
商
・
鹿
島
家
は
、
幕
末
に
多
く
の
歌
人
を
輩
出
し
た
が
、
鹿
島
重
好
は
そ
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
歌
人
で
あ
る
。
重
好
の
歌
集
の

存
在
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
米
子
市
立
図
書
館
に
『
鹿
島
重
好
歌
集
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
歌
集
は
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
八
年
に
重
好
の
曾
孫
・
服
部
喜
久
恵
が
重
好
自
筆
本
を
写
し
た
も
の
と
あ
り
、
書
写
の
時
期
は
新
し
い
が
、
内

容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
原
本
を
直
接
写
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
歌
集
所
収
歌
を
当
時
の
類
題
和
歌
集
等
に
入
集
し
た
重
好
の
歌
と
比

較
・
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
原
本
は
重
好
の
自
撰
歌
集
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
鹿
島
家　

鹿
島
重
好　

米
子
歌
壇

一
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
発
見
の
経
緯

　

去
る
二
月
一
一
日
（
平
成
三
〇
年
）、「
鹿
島
家
和
歌
資
料
の
語
る
も
の
―
米
子

城
下
の
幕
末
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
―
」
と
題
し
て
、
鹿
島
家
の
和
歌
資
料
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
米
子
市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
平
成

二
二
年
に
鹿
島
本
家
旧
蔵
の
短
冊
帖
や
歌
集
・
歌
書
類
を
含
む
貴
重
資
料
を
初
め

て
調
査
・
紹
介
さ
れ
た
原
豊
二
氏

（
注
１
）（

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）
が
務
め
ら

れ
、
そ
れ
ら
和
歌
資
料
の
価
値
と
魅
力
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。
ま
た
、
稿
者
と

辻
本
桜
介
氏
（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
）
が
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
文
学
・
日
本
語
学

の
立
場
か
ら
研
究
報
告
を
行
い
、
書
誌
学
・
文
学
・
語
学
の
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
総
合
的
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
事
前
に
『
山
陰
中
央

新
報
』
で
新
聞
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
（
二
月
六
日
付
）、
鹿
島
本
家
短
冊

帖
等
二
十
数
点
の
貴
重
資
料
が
会
場
内
に
展
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
盛
況
で
あ

り
、
来
場
さ
れ
た
市
民
の
方
々
が
米
子
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
知
る
機

会
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
米
子
市
立
図
書
館
主
査
で
あ
っ
た
大
野
秀
氏
か
ら
、
同
図
書
館
の
書

庫
を
整
理
し
て
い
た
折
に
、『
類
題
鰒
玉
集
』
や
『
鹿
島
重
好
歌
集
』
を
含
む
資

一
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料
数
点
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
一
度
見
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
お
話
が
あ
っ

た
。
今
か
ら
四
〇
年
程
前
、
個
人
か
ら
ま
と
め
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
箱
分
の
資
料
が

寄
贈
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
稿
者
は
そ
れ
ま
で
見
て
き
た

鹿
島
家
和
歌
資
料
の
中
に
、
鹿
島
重
好
の
歌
集
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な

も
の
は
な
か
っ
た
た
め
、
や
や
意
外
に
感
じ
な
が
ら
依
頼
を
引
き
受
け
た
。
後
日
、

実
物
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
鹿
島
重
好
自
筆
本
で
は
な
く
、
重
好
自
筆
の
歌
集
を

そ
の
曾
孫
に
当
た
る
故
服
部
喜
久
恵
氏
が
昭
和
四
八
年
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
あ
と
が
き
に
記
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
写
本
は
書
写
年
代
こ
そ
新

し
い
も
の
の
、
袋
綴
の
和
紙
の
冊
子
に
美
麗
な
く
ず
し
字
で
書
か
れ
て
お
り
（
写

真
２
・
３
）、
以
下
説
明
す
る
よ
う
に
、
本
文
の
内
容
か
ら
見
て
も
、
お
そ
ら
く

明
治
中
期
に
成
立
し
た
と
思
し
い
重
好
自
筆
本
を
直
接
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
方
、
重
好
歌
集
の
原
本
は
、
現
在
で
は
そ
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
お

り
、
重
好
を
祖
と
す
る
鹿
島
分
家
（
岩
鹿
と
称
す
る
）
や
、
鹿
島
本
家
・
下
鹿
島

家
の
ご
子
孫
の
方
々
に
話
を
伺
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
本
は
家
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
鹿
島
本

家
・
下
鹿
島
家
旧
蔵
資
料
の
中
に
も
『
鹿
島
重
好
歌
集
』
は
な
く
、
服
部
氏
の
子

孫
も
県
外
に
転
出
し
て
、
原
本
の
行
方
を
知
る
手
が
か
り
が
失
わ
れ
て
い
る
現

在
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
調
査
し
た
内
容
を
公
に
す
る
こ
と
に
も
相
応
の
意
義
が

あ
る
と
考
え
、
以
下
に
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
主
に
、
こ
の
歌
集
が
鹿
島

重
好
自
筆
本
を
直
接
書
写
し
た
も
の
と
み
て
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
こ
と
、
ま
た

そ
の
原
本
が
重
好
の
自
撰
歌
集
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
鹿
島

重
好
歌
集
』
の
翻
刻
本
文
の
全
文
は
、
平
成
三
一
年
三
月
刊
行
予
定
の
『
米
子
工

業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
四
号
に
掲
載
す
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ

た
い
。

二
、
書
誌
、
書
写
者
に
つ
い
て

　

本
書
は
袋
綴
一
冊
の
写
本
で
、
縦
二
四
・
三
糎
×
横
一
六
・
六
糎
、
半
紙
本
ほ
ど

の
大
き
さ
で
あ
る
。
表
紙
は
厚
紙
の
表
に
植
物
の
文
様
を
透
か
し
織
り
に
し
金
糸

で
花
を
刺
繍
し
た
黒
い
布
を
張
り
、
中
央
に
本
文
と
同
筆
で
「
鹿
島
重
好
歌
集
」

と
書
か
れ
た
題
簽
を
貼
付
し
て
い
る
（
写
真
１
）。
本
文
八
二
丁
、
前
後
に
遊
紙

が
一
丁
ず
つ
あ
る
。
本
文
は
先
述
し
た
服
部
喜
久
恵
氏
が
書
写
し
た
も
の
で
、
一

面
四
〜
九
行
書
き
。
和
歌
一
首
二
行
書
で
、
一
面
に
和
歌
が
二
首
ず
つ
、
題
や
詞

書
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。
鹿
島
重
好
の
自
筆
歌
集
は
本
来
二
九
三
首
を
収
め
た

も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
本
書
で
は
そ
の
後
に
、「
歌
集
の
歌
の
外
に
」

と
し
て
、
歌
集
に
見
え
な
い
重
好
の
歌
六
首
を
載
せ
る
。

　

さ
ら
に
、「
重
好
翁
を
偲
び
て
」
と
題
す
る
服
部
氏
の
歌
五
首
を
載
せ
、「
鹿
島

重
好
翁
の
事
ど
も
」
と
し
て
重
好
の
略
伝
と
人
と
な
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ

し
て
最
後
に
、

此
の
度
郷
土
の
古
文
書
研
究
家
安
達
一
彪
先
生
の
御
懇
切
な
る
お
す
ゝ
め
に

よ
り
拙
き
筆
を
も
か
へ
り
み
ず
重
好
翁
歌
集
そ
の
他
に
残
れ
る
短
冊
書
幅
等

の
歌
を
取
り
ま
と
め
書
写
し
て
米
子
市
図
書
館
に
寄
贈
す
。

　
　

遺
稿
を
よ
み
て
追
慕
の
情
に
堪
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
孫　

七
十
五
嫗
服
部
喜
久
恵

　
　
　
　
　
　
　
　

謹
み
て
し
る
す

　
　

昭
和
四
拾
八
年　

　

師
走

と
、
こ
の
歌
集
を
書
写
し
た
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。（
写
真
４
）

　

本
書
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
り
、
若
干
染
み
汚
れ
等
あ
る
も
の
の
、
文
字
の

判
読
に
差
し
支
え
る
よ
う
な
箇
所
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
歌
集
を
書
写
し
た
服
部
喜
久
恵
氏
は
、
鹿
島
重
好
の
曾
孫
に
当
た
る
女
性

で
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
米
子
市
灘
町
に
生
ま
れ
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

二

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
塩
や
醤
油
の
販
売
を
営
む
商
家
の
服
部
家
に
嫁
し
た
。

短
歌
・
俳
句
・
茶
道
・
書
道
に
優
れ
、
昭
和
五
四
年
に
歌
集
『
風
鈴
帖
』、
昭
和

六
〇
年
に
句
集
『
一
人
静
』（
い
ず
れ
も
私
家
版
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
風
鈴

帖
』
に
は
、
服
部
氏
と
短
歌
の
贈
答
な
ど
を
通
じ
て
交
流
の
あ
っ
た
知
恩
院
門

跡
・
岸
信
宏
氏
の
序
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
服
部
氏
が
『
鹿
島
重
好
歌
集
』
を
書
写

し
た
と
聞
き
、
閲
覧
の
た
め
に
送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
、『
風
鈴
帖
』
が
『
鹿
島

重
好
歌
集
』
と
共
に
米
子
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
傍
証
も
あ
る
の
で
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
が
そ
の
あ
と
が
き
に

記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
重
好
翁
歌
集
」
に
補
遺
歌
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
疑
う
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
後
の
第
四
節
に
お
い
て
、
歌
集
所
収

歌
と
他
の
資
料
に
見
ら
れ
る
鹿
島
重
好
の
歌
と
の
比
較
を
通
し
て
、
服
部
氏
の
書

写
し
た
「
重
好
翁
家
集
」
が
確
か
に
重
好
自
撰
の
歌
集
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の

検
討
を
行
い
た
い
。

三
、
鹿
島
家
と
鹿
島
重
好
に
つ
い
て

　

鹿
島
家
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
栄
え
た
米
子
の
豪
商
で
、

本
家
四
代
治
郎
右
衛
門
の
頃
か
ら
米
穀
類
・
綿
業
や
醤
油
・
質
等
の
商
売
で
富
裕

に
な
り
、
近
国
に
も
知
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
た

（
注
２
）。

鹿
島
家
は
本
家
・
分
家
が
資
本

を
出
し
合
い
、
一
族
の
者
が
「
心
学
」
の
教
え
に
従
っ
て
倹
約
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
富
を
蓄
積
し
、
鳥
取
藩
や
米
子
城
家
老
の
荒
尾
氏
も
そ
の
財
力
に
期
待
を

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鹿
島
両
家
は
町
年
寄
・
為
替
蔵
出
資
等
で
町
政
に
も
貢

献
し
、
ま
た
幕
末
の
米
子
城
四
重
櫓
の
改
築
や
海
岸
警
備
の
た
め
の
御
用
金
拠
出

等
を
始
め
と
し
て
藩
財
政
の
窮
乏
を
度
々
救
い
、
繰
出
金
は
数
万
両
に
も
及
ん
だ

こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　

鹿
島
家
の
家
訓
で
は
奢
侈
や
風
雅
を
好
む
こ
と
を
戒
め
て
い
た
が
、
五
代
長
智

の
頃
か
ら
文
雅
に
親
し
む
風
を
生
じ
、
一
族
の
中
か
ら
和
歌
・
俳
諧
・
茶
道
等
に

深
い
造
詣
を
示
し
た
者
を
輩
出
し
た
。
長
智
は
紀
州
の
国
学
者
・
歌
人
本
居
大
平

の
門
人
と
伝
え
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
刊
の
『
国
学
人
物
志
』
に
は
、
伯
耆

国
の
国
学
者
八
人
の
一
人
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る

（
注
３
）。

ま
た
、
下
鹿
島
家
三
代
の

重
正
は
米
子
歌
壇
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
当
時
盛
行
し
た
加
納
諸
平
編
『
類
題

鰒
玉
集
』
三
編
の
「
作
者
姓
名
録
」（
天
保
一
二
年
〔
一
八
四
一
〕
刊
）
を
編
ん

で
い
る
。
お
そ
ら
く
出
版
に
係
る
資
金
も
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
類
題
鰒
玉

【
鹿
島
家
系
図
】

〔
鹿
島
本
家
〕

〔
下
鹿
島
家
〕

初
代

  

高
林
三
郎
左
衛
門

二
代

  

三
郎
左
衛
門

四
代

  

治
郎
右
衛
門

（
鹿
島
本
家
・
下
鹿
島
家
過
去
帳
に
よ
り
作
成
）

五
代

  

長
智

六
代

  

長
貞

七
代

  

長
常

八
代

  

長
好

九
代

  

長
行

三
代

  

三
郎
左
衛
門

初
代

  

重
長

二
代

  

重
意

三
代

  

重
正

四
代

  

重
倫

五
代

  

重
昌

重
篤

重
尚
〔
灘
鹿
〕

重
好
〔
岩
鹿
〕

三

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　
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集
』
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
刊
の
七
編
ま
で
次
々
と
編
ま
れ
た
が
、
そ
の
中

に
鹿
島
家
の
人
物
と
し
て
は
長
智
・
重
正
・
重
尚
・
重
好
の
名
が
見
え
る
。『
鰒

玉
集
』
に
入
集
は
な
い
が
、
鹿
島
本
家
九
代
の
長
行
は
長
澤
伴
雄
編
『
類
題
鴨
川

集
』・
黒
澤
翁
満
編
『
類
題
採
風
集
』
に
は
歌
が
採
ら
れ
て
お
り
、
当
時
鹿
島
家

で
行
わ
れ
た
歌
会
・
歌
合
を
書
写
し
た
『
嘉
永
六
年
十
一
月
十
日
鹿
島
家
歌
合
』

『
無
題
歌
合
集

（
注
４
）』

を
始
め
、
多
く
の
和
歌
に
関
す
る
資
料
を
遺
し
て
い
る
。

　

鹿
島
重
好
は
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
下
鹿
島
家
二
代
重
意
の
四
男
と
し
て
生

ま
れ
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
分
家
し
て
岩
倉
町
に
邸
を
構
え
、
岩
鹿
と
称
し

た
。
そ
の
財
力
と
聡
明
・
温
厚
な
人
柄
で
、
藩
当
局
の
信
頼
も
厚
く
屡
々
町
の

要
職
を
務
め
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
以
後
は
町
年
寄
の
役
に
就
き
、
明
治
二

年
（
一
八
六
九
）
の
荒
尾
氏
に
よ
る
自
分
手
政
治
廃
止
後
も
町
年
寄
役
を
命
じ
ら

れ
た
。
重
好
が
町
年
寄
と
し
て
記
録
し
た
慶
応
元
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
の
『
御

用
日
記
』
は
、
維
新
前
後
の
米
子
に
関
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
藩
政
改
革
後

も
町
政
に
与
り
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
は
初
の
島
根
県
会
議
員
に
な
っ

た
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
六
二
歳
で
没
し
、
墓
は
米
子
市
寺
町
の
心
光
寺

に
あ
る
。

　

服
部
喜
久
恵
氏
が
「
鹿
島
重
好
翁
の
事
ど
も
」
に
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

重
好
の
「
趣
味
も
和
歌
、
茶
道
、
俳
諧
、
絵
画
、
雅
楽
、
等
多
方
面
に
わ
た
り
そ

れ
〴
〵
に
円
熟
し
…
…
そ
の
こ
ろ
の
歌
人
飯
田
年
平
小
谷
古
蔭
氏
等
は
長
期
に
わ

た
り
同
家
に
止
宿
せ
ら
れ
し
こ
と
も
あ
る
由
」、「
そ
の
詠
草
は
鰒
玉
集
鴨
川
集
等

に
数
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
歌
集
一
巻
筆
跡
美
し
き
短
冊
書
軸
等
数
多
残
存
す
」

と
あ
っ
て
、
風
雅
を
嗜
む
中
で
も
特
に
和
歌
を
好
ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
重
好
自
筆
の
歌
集
の
他
に
和
歌
の
短
冊
・
書
軸
が
数
多
く
伝
わ
っ
て

い
た
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
在
は
短
冊
数
葉
が
存
す
る

の
み
で
あ
る
。

　

重
好
が
詠
歌
に
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
鹿
島
本
家
の
長
行
が
主
催
し

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
〇
月
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月
に
か
け
て
鹿

島
家
で
行
わ
れ
た
歌
会
・
歌
合
に
、
二
〇
度
中
一
五
度
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
知
ら
れ
る

（
注
５
）。

幕
末
頃
、
鹿
島
家
で
催
さ
れ
、
米
子
在
住
の
士
分
・
商
人
・
医

師
・
僧
・
神
職
等
が
参
加
し
て
活
況
を
呈
し
た
米
子
歌
壇
で
、
重
好
は
長
行
と
共

に
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
末
期
に
は
多
く
の
類
題
和
歌
集
が
編
ま
れ
、
全
国
の
地
方
歌
壇
の
活

性
化
と
成
長
を
促
し
た
が

（
注
６
）、

重
好
も
当
時
の
類
題
集
に
は
関
心
が
高
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
加
納
諸
平
編
『
類
題
鰒
玉
集
』
に
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
七

編
に
一
首
が
載
る
の
み
で
あ
る
が
、
長
澤
伴
雄
編
『
類
題
鴨
川
集
』
に
は
、
嘉
永

四
年
（
一
八
五
一
）
の
三
郎
集
に
五
首
、
同
五
年
（
一
八
五
二
）
の
四
郎
集
に
一
三

首
、
同
七
年
の
五
郎
集
に
一
四
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
長
澤
伴
雄
編
『
鴨

川
詠
史
集
』
に
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
刊
の
二
編
に
一
四
首
、
黒
澤
翁
満
編

『
類
題
採
風
集
』
に
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊
の
二
編
に
六
首
が
載
る
。
ま

た
、
中
島
宜
門
編
の
『
類
題
稲
葉
集
』（
安
政
二
年
刊
）
に
は
一
一
首
が
採
ら
れ

て
い
る
。

　
『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
は
、
詠
歌
年
代
の
分
か
る
も
の
だ
け
で
も
、
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
〜
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、
重
好
一
八
歳
か
ら
五
四
歳
の
歌
が

収
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
辞
世
歌
も
含
ま
れ
る
た
め
、
重
好
が
若
年
か
ら
晩
年

に
至
る
ま
で
和
歌
を
読
み
続
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
彼
が
最
も
盛

ん
に
歌
を
詠
ん
だ
の
は
、
米
子
歌
壇
が
活
発
に
活
動
し
重
好
も
熱
心
に
類
題
集
に

和
歌
を
投
稿
し
た
、
嘉
永
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
の
二
十
代
の
頃
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

四

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
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四
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
と
他
資
料
と
の
比
較

　

第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
が
重
好
自
筆
の
歌
集
を
直
接

書
写
し
た
本
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
あ
と
が
き
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
信
じ
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
が
、
稿
者
が
こ
れ
ま
で
調
べ
た
範
囲
で
は
、
同
時
代
の
文
献
等
に

重
好
に
歌
集
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
は
な
い
。

　

そ
こ
で
本
節
で
は
、
同
時
代
の
他
資
料
に
見
ら
れ
る
、
重
好
の
和
歌
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
歌
と
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
の
歌
の
本
文
と
を
比
較
す
る
作
業
を

通
し
て
、
服
部
喜
久
恵
氏
が
書
写
し
た
原
本
が
確
か
に
鹿
島
重
好
の
編
ん
だ
歌
集

で
あ
っ
た
か
の
検
討
を
行
い
た
い
。『
鹿
島
重
好
歌
集
』
の
詞
書
に
は
、
重
好
本

人
の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
内
部
徴
証
か

ら
歌
集
全
体
を
重
好
の
手
に
成
る
も
の
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、

歌
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
が
全
て
重
好
の
歌
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
服
部
氏
が
曾

祖
父
の
顕
彰
の
た
め
に
、
重
好
が
遺
し
た
資
料
を
も
と
に
歌
集
を
編
ん
だ
可
能
性

も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
合
そ
れ
は
他
撰
歌
集
と
な
り
、
作
者
の
何

ら
か
の
創
作
的
動
機
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
自
撰
歌
集
と
は
別
の
扱
い
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
る
。

　

そ
こ
で
、
や
や
迂
遠
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
重
好
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

な
以
下
の
⑴
〜
⑹
の
資
料
と
、
歌
集
所
収
歌
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
鹿

島
重
好
歌
集
』
の
編
集
に
働
い
て
い
る
意
識
を
検
討
し
、
そ
れ
が
重
好
以
外
の
第

三
者
に
よ
っ
て
な
し
得
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い

（
注
７
）。

⑴　

鹿
島
本
家
旧
蔵
（
現
山
陰
歴
史
館
蔵
）『
無
題
歌
合
集
』

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
〇
月
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月
ま
で
に
鹿

島
家
で
行
わ
れ
た
二
〇
度
の
歌
会
・
歌
合
を
鹿
島
本
家
九
代
の
長
行
が
書
写
・
集

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
鹿
島
重
好
は
こ
の
う
ち
一
五
度
の
歌
会
・
歌
合
に
参
加

し
、
合
計
五
〇
首
の
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
中
の
九
首
が
『
鹿
島
重
好
歌
集
』

と
共
通
す
る
。

　

以
下
、
そ
の
共
通
歌
の
本
文
を
掲
出
し
、
歌
集
の
歌
番
号
と
本
文
異
同
を
括
弧

内
に
記
す
。
二
〇
度
の
歌
会
・
歌
合
の
中
、
い
ず
れ
の
機
会
に
詠
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
か
は
、
丸
数
字
と
『
無
題
歌
合
集
』
内
で
の
呼
称
で
示
す
。
ま
た
、
鹿
島
家

で
歌
合
が
行
わ
れ
た
場
合
、
判
者
が
「
抜
き
歌
」
と
称
し
て
秀
歌
を
選
抜
し
た
も

の
が
付
載
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
判
者
に
よ
る
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
多
い
が
、
重
好
の
歌
が
抜
き
歌
に
選
ば
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
も
付
記

す
る
。

①
神
無
月
朔
日
略
会
詠
歌　

青
々
庵

　
　
　
　

初
冬

　
　

山
川
の
瀬
ゝ
の
し
が
ら
み
風
越
え
て
紅
者マ

マ

流
る
ゝ
冬
は
来
に
け
り

 

（
集
180　

四
句
「
紅
葉
流
る
ゝ
」）

②
十
月
十
九
日
略
会　

滄
廼
舎

　
　
　
　

霰

　
　

お
し
鳥
の
明
け
て
別
れ
し
朝
床
の
玉
藻
み
だ
れ
て
霰
降
る
也

 

（
集
172　

二
〜
四
句
「
鳴
き
て
別
れ
し
朝
床
に
玉
と
み
だ
れ
て
」）

③
十
月
二
十
八
日
略
会　

虎
嘯
軒
く
さ
ぐ
さ

　
　
　
　

早
梅

　
　

春
を
の
み
待
つ
ら
ん
梅
の
ほ
末
よ
り
に
ほ
ふ
は
雪
の
花
か
あ
ら
ぬ
か

 

（
集
184　

三
句
「
梢
よ
り
」）

五
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④
霜
月
二
日
略
会　

日
孝

（
注
８
）

　
　
　
　

埋
火

　
　

か
ひ
な
れ
し
手
さ
へ
放
れ
て
唐
猫
の
夜
た
ゞ
ね
ぶ
れ
る
埋
火
の
本

 

（
集
182　

二
句
「
膝
の
へ
か
れ
て
」）

⑧
兼
題　

馬　

古
蔭
撰

　
　

久
か
た
の
月
毛
に
か
ゝ
る
隈
な
し
て
を
ぶ
ち
の
駒
は
い
つ
■
て
き
け
ん

 

（
集
259　

五
句
「
お
ひ
立
ち
に
け
り
」）

　

 

（
判
者
・
小
谷
古
蔭
に
よ
る
抜
き
歌
）

　
　

久
か
た
の
月
毛
に
か
ゝ
る
く
ま
な
し
て
を
ぶ
ち
の
駒
は
お
ひ
立
ち
に
け
り

⑩
網
代

　
　
　
　

顕
恋

　
　

人
し
れ
ぬ
お
も
ひ
の
氷
と
け
し
よ
り
小
河
の
瀬
ゝ
に
波
さ
わ
ぐ
也

 

（
集
196　

初
句
「
む
す
ぼ
れ
し
」・
四
句
「
う
き
瀬
あ
ま
た
に
」） 

　

 

（
古
蔭
に
よ
る
抜
き
歌
）

　
　

結
ぼ
れ
し
お
も
ひ
の
こ
ほ
り
解
け
し
よ
り
う
き
せ
あ
ま
た
に
浪
さ
わ
ぐ
也

⑭
山
家
鴬　

春
恋

　
　
　
　

山
家
鴬

　
　

松
の
戸
は
春
と
も
し
ら
ぬ
暁
の
夢
お
ど
ろ
か
し
鴬
の
な
く

 

（
集
30　

異
同
な
し
）

　

 

（
古
蔭
に
よ
る
抜
き
歌
）

　
　

松
の
戸
は
春
と
も
し
れ
ぬ
暁
の
夢
驚
か
し
鴬
の
鳴
く

⑮
田
家
梅　

鐘

　
　
　
　

田
家
梅

　
　

小
山
田
の
朧
月
夜
に
き
て
見
れ
ば
ふ
せ
家
の
軒
に
梅
か
を
る
也

 

（
集
62　

四
句
「
ふ
せ
庵
の
軒
に
」）

⑲
題　

朝
落
葉　

炭
　

橋　

喜
陰
評

　
　
　
　

橋

　
　

嵐
吹
く
谷
の
柴
橋
今
は
世
に
通
ふ
夢
路
も
か
れ
〴
〵
に
し
て

 

（
集
276　

題
「
山
家
」・
四
句
「
通
ふ
夢
さ
へ
」）

　

 

（
判
者
・
佐
々
木
喜
陰
に
よ
る
抜
き
歌
）

　
　

嵐
吹
く
谷
の
柴
橋
し
ば
し
世
に
か
よ
ふ
夢
さ
へ
す
べ
な
か
り
け
り

　

本
文
異
同
を
見
る
と
、
歌
会
・
歌
合
で
そ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
の
本
文
と
、
歌

集
の
本
文
と
の
間
で
、
語
句
が
異
な
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
ご
く
わ
ず

か
な
差
異
に
つ
い
て
は
、
服
部
氏
が
原
本
を
書
写
し
た
段
階
で
の
誤
写
の
可
能
性

も
想
定
さ
れ
る
が
、
大
き
な
語
句
の
異
同
が
あ
る
場
合
を
ど
う
考
え
る
か
が
問
題

に
な
る
。
ま
た
、「
馬
」
題
の
「
久
か
た
の
」
歌
・「
顕
恋
」
題
の
「
人
し
れ
ぬ
」

歌
の
よ
う
に
、
抜
き
歌
で
判
者
に
添
削
さ
れ
た
形
の
本
文
の
方
が
歌
集
に
収
め
ら

れ
て
い
る
例
が
あ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
の
表
現
の
異
同
は
、
や

は
り
他
者
の
所
為
と
は
考
え
に
く
く
、
重
好
が
歌
集
を
編
む
際
に
、
か
つ
て
自
分

が
詠
ん
だ
歌
の
意
に
満
た
な
い
表
現
を
改
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、『
無
題
歌
合
集
』
に
見
ら
れ
る
重
好
歌
五
〇
首
の
中
、
歌
集
と
共
通
す
る

歌
が
九
首
と
少
な
い
の
も
、
歌
集
編
集
時
の
重
好
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
考

え
る
と
理
解
し
や
す
い
。
鹿
島
家
で
催
さ
れ
て
い
た
歌
会
・
歌
合
は
、
同
じ
歌
人

が
同
題
で
何
首
も
歌
を
詠
み
提
出
し
、
歌
合
の
場
合
は
判
者
が
し
ば
し
ば
歌
を
添

削
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
分
に
歌
学
び
の
場
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
秀
歌
は
多

く
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
か
ら
、
重
好
は
歌
集
へ
の
採
歌
を
厳
選
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

六

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
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⑵　

加
納
諸
平
編
『
類
題
鰒
玉
集
』

　
『
類
題
鰒
玉
集
』
は
江
戸
時
代
後
期
、
各
地
で
出
版
さ
れ
た
類
題
和
歌
集
の
中

で
も
最
大
の
も
の
で
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
の
初
編
以
来
、
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
の
第
七
編
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。『
鰒
玉
集
作
者
姓
名
録
』
も
出
版
さ

れ
、
第
三
編
の
姓
名
録
は
重
好
の
兄
・
重
正
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先

述
し
た
通
り
で
あ
る
。
重
好
の
歌
は
第
七
編
に
一
首
採
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る

が
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
歌
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

雪
中
梅

　
　

春
寒
き
み
雪
な
が
ら
の
朝
風
に
山
ふ
と
こ
ろ
は
梅
か
を
る
な
り

 

（
集
24　

異
同
無
し
）

　

稿
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
加
納
諸
平
の
急
逝
に
よ

り
、
稿
本
の
ま
ま
未
刊
で
終
わ
っ
た
『
類
題
鰒
玉
集
』
第
八
編
が
現
在
、
岡
山
の

正
宗
文
庫
の
所
蔵
に
な
っ
て
お
り
、
中
澤
伸
弘
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
作
者
の
中

に
は
鹿
島
重
好
の
名
が
見
え
る
そ
う
で
あ
る

（
注
９
）。

⑶　

長
澤
伴
雄
編
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』・『
鴨
川
詠
史
集
』

　
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
は
、
加
納
諸
平
と
交
流
が
あ
っ
た
（
後
に
対
立
）
長
澤

伴
雄
が
、『
類
題
鰒
玉
集
』
に
対
抗
し
て
編
ん
だ
類
題
集
で
あ
る
。
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
の
太
郎
集
（
初
編
）
以
降
、
編
を
重
ね
る
ご
と
に
収
載
歌
人
と
そ
の

地
域
が
増
加
・
拡
大
し
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
五
郎
集
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
刊

行
さ
れ
て
人
気
を
博
し
た
。
重
好
の
歌
は
、
嘉
永
四
年
の
三
郎
集
か
ら
同
七
年
の

五
郎
集
ま
で
に
計
三
二
首
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
二
四
首
が
『
鹿
島
重
好

歌
集
』
と
一
致
す
る
。

①
類
題
和
歌
鴨
川
集　

三
郎
集　

嘉
永
四
年

　
　
　
　

暮
秋
時
雨

　
　

も
み
ぢ
ゝ
る
か
た
山
つ
ゞ
き
秋
た
け
て
い
ま
は
の
月
に
し
ぐ
れ
ふ
る
な
り

 

（
集
141　

三
句
「
秋
更
け
て
」）

　
　
　
　

海
辺
冬
月

　
　

磯
ち
ど
り
つ
ば
さ
の
波
を
か
け
し
よ
り
真
砂
に
こ
ほ
る
月
の
影
か
な

 

（
集
166　

二
句
「
翅
の
雫
」）

　
　
　
　

乍
臥
無
実
恋

　
　

な
に
は
江
の
芦
の
か
れ
葉
の
ふ
し
な
が
ら
猶
打
ち
と
け
ぬ
薄
ご
ほ
り
哉

 

（
集
194　

初
句
「
難
波
江
や
」）

　
　
　
　

青

　
　

か
げ
う
つ
る
遠
山
あ
ゐ
の
色
よ
り
も
ふ
か
き
は
海
の
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り

 

（
集
222　

初
句
「
か
げ
う
つ
す
」）

②
類
題
和
歌
鴨
川
集　

四
郎
集　

嘉
永
五
年

　
　
　
　

若
菜

　
　

雪
わ
け
て
つ
み
し
わ
か
な
の
跡
に
の
み
あ
ら
は
れ
初
む
る
春
の
い
ろ
か
な

 

（
集
１　

二
句
「
摘
め
る
若
菜
の
」・
四
句
「
あ
ら
は
れ
そ
め
し
」）

　
　
　
　

海
辺
花

　
　

磯
ぎ
は
の
し
ら
な
み
沖
に
か
へ
ら
な
ん
よ
す
れ
ば
花
の
散
り
も
こ
そ
す
れ

 

（
集
22　

初
〜
四
句
「
沖
津
波
磯
の
し
ら
波
吹
き
か
へ
せ
寄
せ
な
ば
」）

　
　
　
　

春
の
歌
の
中
に

　
　

花
に
ね
し
春
の
日
数
も
く
れ
に
け
り
小
て
ふ
の
夢
も
今
か
さ
め
な
ん

 

（
集
21　

下
句
「
あ
は
れ
胡
蝶
の
夢
ば
か
り
に
て
」）
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樹
陰
納
涼

　
　

杉
む
ら
は
木
蔭
寒
け
し
ゆ
く
水
に
夏
も
な
が
る
ゝ
こ
こ
ち
の
み
し
て

 

（
集
７　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

翠
園
六
勝
の
中
に
閑
庭
月
色
と
い
ふ
こ
と
を

　
　

い
ろ
ふ
か
き
苔
の
む
し
ろ
の
露
の
上
に
か
た
ぶ
く
月
の
か
げ
を
し
ぞ
思
ふ

 

（
集
129　

題
「
閑
庭
月
色
」）

　
　
　
　

故
郷
萩

　
　

ふ
る
さ
と
の
篠
の
あ
れ
垣
あ
れ
は
て
ゝ
残
る
も
あ
は
れ
秋
は
ぎ
の
花

 

（
集
132　

二
句
「
篠
の
あ
し
垣
」）

　
　
　
　

枯
野

　
　

賤
の
女
が
結
ぶ
影
見
し
山
の
井
の
水
の
こ
ゝ
ろ
も
こ
ほ
る
冬
か
な

 

（
集
183　

題
「
氷
」・
二
句
「
結
ぶ
か
げ
見
え
し
」・
五
句
「
氷
る
水
か
な
」）

　
　
　
　

竹
霰

　
　

竹
む
ら
の
夜
風
を
寒
み
ぬ
る
鳥
の
夢
も
と
だ
え
て
あ
ら
れ
ふ
る
な
り

 
（
集
164　

題
「
霰
」）

　
　
　
　

人
の
亀
三
つ
か
け
る
画
を
お
く
り
け
る
に
歌
こ
ひ
け
れ
ば

　
　

か
め
の
を
の
長
き
を
君
が
心
に
て
と
も
に
へ
て
ま
し
万
代
ま
で
も

 

（
集
290　

詞
書
異
同
は
後
述
）

③
類
題
和
歌
鴨
川
集　

五
郎
集　

嘉
永
七
年

　
　
　
　

浦
霞

　
　

よ
る
波
も
こ
の
ご
ろ
た
え
て
磯
の
海
の
霞
に
と
ほ
き
あ
ま
の
よ
び
ご
ゑ

 

（
集
19　

三
〜
四
句
「
磯
の
浦
の
か
す
み
て
と
ほ
き
」）

　
　
　
　

若
草

　
　

朝
日
か
げ
に
ほ
へ
る
岡
の
雪
き
え
て
小
草
の
み
ど
り
春
め
き
に
け
り

 

（
集
７　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

鴫

　
　

身
に
つ
も
る
秋
の
あ
は
れ
や
か
ぞ
ふ
ら
ん
沢
田
の
し
ぎ
の
よ
は
の
は
ね
が
き

 

（
集
136　

五
句
「
お
の
が
羽
が
き
に
」）

　
　
　
　

八
月
ば
か
り
出
雲
の
玉
造
の
里
に
あ
り
て

　
　

湯
あ
み
す
と
よ
ひ
〳
〵
か
よ
ふ
細
殿
の
ひ
ま
も
る
月
も
み
な
れ
つ
る
哉

（
集
226　

詞
書
「
八
月
ば
か
り
玉
造
の
温
泉
に
て
よ

みマ
マ

る
歌
の
中
に
」・
五
句
「
み
な
れ
け
る
か
な
」）

　
　
　
　

菊

　
　

き
く
の
花
つ
み
い
る
ゝ
子
が
袂
よ
り
に
ほ
ふ
や
ち
よ
の
あ
ま
り
な
る
ら
ん

 

（
集
147　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

千
鳥

　
　

入
り
が
た
の
月
や
め
ぐ
れ
る
川
島
の
す
さ
き
ま
ば
ら
に
ち
ど
り
な
く
み
ゆ

 

（
集
162　

五
句
「
千
鳥
鳴
く
な
り
」）

　
　
　
　

朝
霰

　
　

を
し
鳥
の
鳴
き
て
わ
か
れ
し
朝
床
に
玉
と
み
だ
れ
て
あ
ら
れ
ふ
る
な
り

 

（
集
172　

題
「
霰
」　

無
題
歌
合
集
②
「
霰
」）

　
　
　
　

歳
暮
松

　
　

ゆ
く
年
の
す
ゑ
野
の
小
松
雪
な
が
ら
春
に
ひ
か
る
ゝ
色
も
見
え
け
り

 

（
集
173　

四
句
「
春
に
ひ
か
れ
ん
」）

　
　
　
　

夏
恋

　
　

妹
と
わ
が
あ
ひ
に
あ
ふ
ち
も
時
過
ぎ
て
う
す
く
な
り
ゆ
く
花
ご
ゝ
ろ
哉

 

（
集
193　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

山
家
橋

　
　

あ
ら
し
ふ
く
谷
の
柴
橋
し
ば
し
よ
に
か
よ
ふ
夢
さ
へ
か
れ
〴
〵
に
し
て

 

（
集
276　

題
「
山
家
」　

無
題
歌
合
集
⑲
「
橋
」）
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八
月
ば
か
り
出
雲
の
玉
造
の
さ
と
に
あ
り
て
白
居
易
が
思
故
郷
と
い
ふ

詩
の
こ
ゝ
ろ
を
お
も
ひ
い
で
ゝ

　
　

あ
ふ
ぎ
み
る
た
か
ね
の
月
の
く
ま
な
れ
や
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
ふ
る
さ
と
の
雲

（
集
227　

詞
書
「
同
所
（
玉
造
の
温
泉
）
に
て　

挙
頭
望
山
月
低
頭
思
古

郷
と
云
ふ
白
居
易
が
詩
の
こ
ゝ
ろ
を
」・
五
句
「
古
郷
の
空

）
10

（
注

」）

　

多
く
の
歌
で
本
文
上
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
、
歌
集
採
録
時
に
語
句
の
改
変

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
採
ら
れ
た
歌
の
数
で
い
え
ば
、

重
好
は
同
時
期
の
『
類
題
鰒
玉
集
』
よ
り
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
の
方
が
明
ら
か

に
多
い
が
、
こ
れ
は
重
好
と
伴
雄
の
間
に
私
的
な
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
と
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
原
豊
二
氏
は
長
澤
伴
雄
の
歌
文
集
『
絡つ

石た

の
落
葉
』
か
ら
伴
雄
と
米
子
の
歌
人
た
ち
と
の
交
流
を
紹
介
し
、
特
に
重
好
か
ら

画
賛
や
短
冊
の
和
歌
の
依
頼
が
頻
り
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
重
好
の
母
の
死
に
関
連

し
て
伴
雄
が
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

）
11

（
注

。
こ
れ
は
服

部
氏
の
あ
と
が
き
に
、「
伴
信
友
長
沢
伴
雄
氏
等
と
も
文
通
し
和
歌
そ
の
他
の
教

示
を
受
け
し
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
か
、
重
好
の
遺
品
と
し
て
「
長
沢
伴
雄
の
書

簡
短
冊
等
も
あ
り
」
と
の
記
述
が
あ
る
の
と
符
合
す
る
。

　

な
お
、
先
掲
②
の
「
か
め
の
を
の
」
の
歌
に
つ
い
て
、『
鴨
川
集
』
の
詞
書
で

は
「
人
の
亀
三
つ
か
け
る
画
を
お
く
り
け
る
に
歌
こ
ひ
け
れ
ば
」
と
あ
る
が
、
歌

集
で
は
「
出
雲
国
神
代
朝
奥

（
マ
マ
）夫

婦
が
七
十
の
賀
に
亀
の
絵
に
」
と
、
詠
歌
事
情
が

具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詞
書
は
、
直
接
そ
の
事
情
を
知
る
本
人
に
し
か

な
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
服
部
氏
が
書
写
し
た
「
重
好
翁
歌
集
」
が
本
人
の
自

撰
に
成
る
こ
と
の
一
つ
の
例
証
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

④
鴨
川
詠
史
集　

二
編　

大
正
二
年

　
『
鴨
川
詠
史
集
』
は
、
長
澤
伴
雄
が
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
の
付
録
と
し
て
編

纂
し
、
諸
家
の
詠
史
和
歌
を
収
録
し
た
歌
集
で
あ
る
。「
詠
史
和
歌
」
は
、
歴
史

上
の
人
物
や
事
柄
を
題
に
し
て
詠
ん
だ
和
歌
で
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
か

け
て
大
い
に
流
行
し
た

）
12

（
注

。『
鴨
川
詠
史
集
』
に
重
好
の
歌
は
、
嘉
永
六
年
の
初
編

に
は
な
く
、
大
正
二
年
刊
の
二
編
に
一
四
首
が
載
る
が
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
と

の
一
致
は
そ
の
中
わ
ず
か
に
五
首
で
あ
る

）
13

（
注

。

　
　
　
　

倭
建
命

　
　

か
り
そ
め
に
お
き
て
わ
か
れ
し
枕
太
刀
終
の
か
た
み
と
な
り
に
け
る
か
な

 

（
集
216　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

源
三
位
頼
政
卿

　
　

く
ら
ゐ
山
か
へ
り
見
す
れ
ば
木
隠
れ
て
見
し
夜
の
月
は
う
ら
ゝ
な
り
け
り

 

（
集
265　

五
句
「
ふ
も
と
な
り
け
り
」）

　
　
　
　

小
松
内
大
臣
重
盛
公

　
　

ち
と
せ
を
も
ま
た
で
枯
れ
ぬ
る
小
松
こ
そ
深
き
根
ざ
し
の
あ
り
て
な
り
け
め

 

（
集
217　

題
「
重
盛
公
」）

　
　
　
　

大
石
良
雄

　
　

い
ま
さ
ら
に
い
か
で
ゆ
る
が
む
君
が
た
め
た
て
し
ち
び
き
の
石
の
下
根
は

 

（
集
213　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

明
智
光
秀

　
　

天
の
下
す
で
に
お
ほ
ひ
て
五
月
雨
の
世
に
ふ
り
出
で
し
も
と
き
の
間
に
し
て

 

（
集
219　

初
句
「
天
が
下
」・
四
句
「
ふ
る
か
と
見
し
も
」）

　

重
好
は
詠
史
和
歌
へ
の
関
心
が
決
し
て
低
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、『
鹿
島
重

九
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好
歌
集
』
の
雑
部
に
は
、
八
六
首
中
二
三
首
も
の
詠
史
和
歌
が
あ
る
。
た
だ
し
、

『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
は
、
編
者
・
長
澤
伴
雄
の
没
す
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

以
前
に
一
旦
成
っ
て
い
た
が
生
前
に
は
出
版
で
き
ず
、
遺
稿
を
息
六
郎
が
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
り

）
14

（
注

、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
没
し

た
重
好
は
、
自
分
の
歌
が
一
四
首
も
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
由
も
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
憶
測
に
な
る
が
、
も
し
重
好
が
歌
集
を
編
む
ま
で
に
『
詠
史

集
』
二
編
が
刊
行
さ
れ
て
い
れ
ば
、
重
好
の
伴
雄
尊
重
の
念
か
ら
い
っ
て
も
、
そ

こ
か
ら
歌
集
に
採
ら
れ
た
歌
の
数
は
も
っ
と
多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

⑷　

黒
澤
翁
満
編
『
類
題
採
風
集
』

　

黒
澤
翁
満
編
の
『
類
題
採
風
集
』
に
重
好
の
歌
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

の
初
編
に
は
な
く
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
二
編
に
六
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
は
、
そ
の
六
首
が
全
て
見
え
る
。

　
　
　
　

春
水

　
　

う
ら
〳
〵
と
わ
た
る
春
日
の
影
見
え
て
野
川
の
水
も
い
そ
ぐ
と
も
な
し

 

（
集
38　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

霞
遠
聳

　
　

玉
だ
す
き
う
ね
び
を
か
け
て
古
里
の
か
し
原
遠
く
立
つ
霞
哉

 

（
集
11　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

若
菜

　
　

雪
分
け
て
つ
め
る
若
菜
の
跡
に
の
み
あ
ら
は
れ
そ
め
し
春
の
色
哉

 

（
集
１　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

梅
薫
袖

　
　

人
し
れ
ぬ
こ
の
わ
か
れ
ぢ
の
梅
の
花
袖
に
匂
ふ
も
折
に
こ
そ
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
集
45　

題
「
春
の
歌
の
中
に
」）

　
　
　
　

待
郭
公

　
　

去
年
の
夏
き
ゝ
し
あ
た
り
は
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
か
ぬ
空
さ
へ
な
つ
か
し
き
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
集
91　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

秋
山
家

　
　

此
の
頃
は
な
れ
し
軒
端
の
松
風
も
浮
世
の
秋
の
お
と
づ
れ
ぞ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
集
134　

題
「
山
家
秋
」）

　

先
に
見
た
⑴
〜
⑶
で
は
、
他
資
料
と
歌
集
と
の
間
に
本
文
上
の
異
同
が
多
く
見

ら
れ
た
が
、『
類
題
採
風
集
』
の
場
合
は
歌
の
語
句
が
全
く
変
わ
ら
ず
に
歌
集
に

収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
『
採
風
集
』
に
著
名
な
歌
人
は
少
な
い
が
、
二
編
の
序
文
は
米
子
の
歌
人
で
鹿

島
家
の
歌
合
に
も
参
加
し
て
い
る
中
林
古
樹
が
書
い
て
お
り
、
和
歌
の
選
定
に
も

関
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
編
に
は
、
日
孝
・
大
谷
友
愛
・
森
知

方
・
鹿
島
長
行
・
同
重
好
・
三
好
秀
興
・
同
秀
年
な
ど
米
子
の
歌
人
の
名
が
多
く

見
え
る
が
、
鹿
島
長
行
が
こ
の
集
に
投
稿
す
る
た
め
に
編
ん
だ
資
料
で
あ
る
『
採

風
集
二
編
料
』
が
現
存
す
る
こ
と
を
原
豊
二
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

）
15

（
注

。
た
だ
し
、

こ
の
資
料
は
収
め
る
和
歌
が
二
二
〇
首
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
に
『
採
風
集
』

二
編
に
採
録
さ
れ
た
長
行
の
歌
は
わ
ず
か
五
首
に
過
ぎ
ず
、
和
歌
の
選
定
の
基
準

が
厳
し
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

重
好
も
長
行
と
同
様
に
、
投
稿
の
た
め
の
資
料
を
編
ん
で
提
出
す
る
と
い
う
手

続
き
を
踏
ん
だ
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
採
歌
の
条
件
が
厳
し
か
っ
た
た
め
に
、

最
終
的
に
選
歌
さ
れ
た
六
首
を
重
好
は
よ
く
覚
え
て
お
り
、
後
年
歌
集
を
編
集
す

一
〇

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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る
際
に
そ
の
全
て
を
、
歌
の
語
句
も
変
え
ず
に
採
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
そ
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、「
若
菜
」
題
の
「
雪
分
け
て
」
の
歌
は
歌
集

の
冒
頭
で
あ
る
春
部
の
始
め
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
歌
集
の
歌
番
号
五
・
六
・

一
〇
は
「
立
春
」
題
な
の
で
、
本
来
は
こ
れ
ら
が
集
の
最
初
に
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、「
待
郭
公
」
題
の
「
去
年
の
夏
」
の
歌
は
、
歌
集
の
夏
部
の
冒
頭
に

置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
一
般
的
な
配
列
の
原
則
か
ら
い
え
ば
九
九
「
行
路
卯

花
」
が
先
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
歌
集
で
は
、
四
季
部
の
配
列
が
必
ず

し
も
時
間
の
推
移
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
は
後
述
す
る
が
、『
類
題
採
風
集
』
入

集
歌
を
巻
頭
歌
の
位
置
に
据
え
る
こ
れ
ら
の
例
は
、
重
好
に
と
っ
て
こ
の
集
へ

の
入
集
が
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
表
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

⑸　

中
島
宜
門
編
『
類
題
稲
葉
集
』

　
『
類
題
稲
葉
集
』
は
、
因
幡
の
歌
人
・
国
学
者
の
中
島
宜
門
が
鳥
取
藩
内
の
近

古
の
歌
人
の
歌
を
撰
し
た
類
題
和
歌
集
で
、
特
に
文
化
〜
嘉
永
期
の
歌
人
の
作
を

多
く
収
め
る
。
重
好
の
歌
は
一
一
首
が
入
集
す
る
が
、
そ
の
中
で
『
鹿
島
重
好
歌

集
』
と
共
通
す
る
の
は
九
首
で
あ
る
。

　
　
　
　

款
冬

　
　

山
吹
の
色
な
る
池
の
月
影
に
う
つ
る
心
は
花
ぞ
知
る
ら
ん

 

（
集
78　

題
「
月
前
山
吹
」）

　
　
　
　

時
雨

　
　

大
神
は
雪
よ
り
明
け
て
ぬ
ば
玉
の
夜
見
の
松
原
し
ぐ
れ
ふ
る
な
り

 

（
集
171　

題
「
暁
時
雨
」・
三
句
「
う
ば
玉
の
」）

　
　
　
　

顕
恋

　
　

結
ぼ
れ
し
お
も
ひ
の
氷
と
け
し
よ
り
う
き
せ
あ
ま
た
に
波
さ
わ
ぐ
也

 

（
集
196　

異
同
無
し　

無
題
歌
合
集
⑩
「
顕
恋
」）

　
　
　
　

寄
棟
恋

　
　

妹
と
わ
が
あ
ひ
に
あ
ふ
ち
の
時
過
ぎ
て
う
す
く
成
り
行
く
花
心
か
な

 

（
集
193　

異
同
無
し　

鴨
川
集
五
郎
集
・
恋
・
寄
棟
恋
）

　
　
　
　

寄
軽
業
師
恋

　
　

思
ひ
き
や
わ
た
す
小
縄
の
ひ
と
す
ぢ
に
玉
の
緒
か
け
て
恋
ひ
ん
も
の
と
は

 

（
集
197　

二
句
「
わ
た
る
小
綱
の
」）

　
　
　
　

旅
泊
夢

　
　

み
な
と
出
で
て
い
く
夜
浮
き
ね
の
た
ゆ
た
ひ
に
夢
路
を
あ
ら
す
沖
つ
白
波

 

（
集
211　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

窓
前
松
濤

　
　

よ
も
の
海
静
か
な
る
世
に
た
つ
波
は
窓
う
つ
松
の
嵐
な
り
け
り

 

（
集
210　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

詠
史

　
　

た
ど
り
よ
る
縄
の
湊
の
大
御
舟
か
ゝ
る
う
き
せ
も
有
る
世
也
け
り

 

（
集
209　

異
同
無
し
）

　
　
　
　

北
野
天
満
宮
九
百
五
十
年
神
忌
に
松
添
春
色

　
　

生
ひ
い
で
し
む
か
し
な
が
ら
の
一
夜
松
ひ
と
よ
に
春
の
色
ぞ
添
ひ
行
く

（
集
208　

詞
書
「
北
野
天
満
宮　

九
百
五
十
回
神
忌
奉
納　

松
添
春
色
」
集
８
に
題
「
松
添
春
色
」
と
し
て
重
出
）

　
「
寄
軽
業
師
恋
」
題
の
「
思
ひ
き
や
」
の
歌
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
歌
の
語
句
に

異
同
が
な
い
。
ま
た
、『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
に
採
ら
れ
た
「
寄
棟
恋
」
題
の
「
妹

一
一

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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と
わ
が
」
以
外
は
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
し
か
見
え
な
い
歌
ば
か
り
で
あ
り
、

『
無
題
歌
合
集
』
に
重
出
す
る
「
顕
恋
」
題
の
「
結
ぼ
れ
し
」
も
、
鹿
島
家
の
私

的
な
歌
合
の
機
会
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
中
島
宜
門
が
『
類
題
稲
葉

集
』
を
編
む
に
当
た
っ
て
広
く
藩
内
の
歌
人
た
ち
に
詠
歌
を
求
め
た
と
き

）
16

（
注

、
重
好

は
自
ら
秀
作
と
自
負
す
る
歌
を
選
ん
で
候
補
歌
を
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
類

題
稲
葉
集
』
に
採
ら
れ
た
重
好
の
歌
一
一
首
の
中
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
と
九
首

も
共
通
し
、
そ
の
歌
の
語
句
に
も
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
い
こ
と
は
、『
類
題
稲
葉

集
』
に
採
録
さ
れ
た
歌
も
重
好
に
と
っ
て
は
秀
歌
と
し
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑹　

鹿
島
重
好
自
筆
短
冊
類

　

数
は
少
な
い
が
、
鹿
島
重
好
自
筆
の
和
歌
短
冊
が
数
点
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
、

歌
集
に
そ
の
歌
が
見
え
な
い
も
の
も
含
め
て
全
て
紹
介
す
る
。

①
鹿
島
美
彦
家
資
料
（
山
陰
歴
史
館
所
蔵
）

　

下
鹿
島
家
に
由
来
す
る
資
料
は
、
現
在
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
に
「
鹿
島
美
彦

家
資
料
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
鹿
島
重
好
の
自
筆
短
冊
三
枚

が
確
認
で
き
る
。

　

う
ち
一
つ
は
、
下
鹿
島
家
三
代
の
重
正
が
四
十
歳
の
算
賀
の
折
に
製
作
さ
れ
た

短
冊
帖
で
、
九
六
枚
を
収
め
る
。
鹿
島
家
と
和
歌
や
茶
道
を
通
じ
て
交
流
の
あ
っ

た
出
雲
大
社
の
千
家
尊
孫
の
詠
を
冒
頭
に
置
き
、
以
下
、
出
雲
歌
壇
の
歌
人
や
米

子
歌
人
の
歌
が
並
び
、
最
後
に
鹿
島
家
の
歌
人
た
ち
の
短
冊
が
収
め
ら
れ
る
が
、

重
好
の
も
の
が
最
後
か
ら
二
番
目
に
あ
る
。

　
　

人
な
み
に
春
を
を
し
ま
じ
桜
花
君
は
見
む
世
の
限
り
知
ら
ね
ば

 

（
集
262　

詞
書
「
重
正
兄
初
老
春
祝
」・
二
句
「
散
る
も
を
し
ま
じ
」）

　

重
正
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
生
ま
れ
な
の
で
、「
初
老
」
つ
ま
り
四
十
の

算
賀
が
行
わ
れ
た
の
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
短
冊
が
二
枚
あ
る
。

　
　
　
　

重
倫
兄
が
も
と
の
家
に
か
へ
り
て
初
老
の
賀
を
し
け
る
を
よ
ろ
こ
び
て

　
　

あ
し
鶴
の
是
や
ち
と
せ
の
宿
な
ら
む
立
ち
か
へ
り
住
む
庭
の
松
が
枝

　
　
　
　

山
雪

　
　

月
に
啼
く
た
づ
が
ね
さ
え
て
八
重
山
の
雪
の
ひ
か
り
は
し
づ
け
か
り
け
り

 

（
集
188　

異
同
無
し
）

　
「
あ
し
鶴
の
」
の
歌
は
歌
集
に
は
見
え
な
い
が
、
重
好
の
署
名
が
あ
り
、
他

の
短
冊
と
筆
跡
が
同
じ
で
あ
る
。
重
倫
は
下
鹿
島
家
四
代
で
天
保
一
二
年

（
一
八
四
一
）
生
ま
れ
な
の
で
、
そ
の
初
老
の
賀
は
お
そ
ら
く
明
治
一
三
年

（
一
八
八
〇
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

②
鹿
島
本
家
短
冊
帖

　

鹿
島
本
家
が
所
蔵
す
る
短
冊
帖
で
、
折
帖
二
冊
に
和
歌
・
俳
句
・
漢
詩
な
ど
の

短
冊
一
九
二
枚
を
収
め
る
。
平
成
二
二
年
に
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
原
豊

二
氏
が
調
査
の
結
果
を
報
告
さ
れ
た

）
17

（
注

。
そ
の
中
に
、
歌
集
未
所
収
歌
で
あ
り
詠
歌

年
次
は
分
か
ら
な
い
が
、
重
好
の
短
冊
が
二
枚
確
認
で
き
る
。

　
　

い
や
高
く
つ
も
れ
る
君
が
と
し
波
は
か
ぎ
り
渚
に
打
ち
よ
す
る
ら
む

　
　

を
や
み
な
き
袖
の
し
ぐ
れ
に
な
く
涙
い
た
く
な
添
へ
そ
天
つ
雁
が
ね

③
米
子
市
立
図
書
館
所
蔵　

鹿
島
重
好
和
歌
短
冊

　

服
部
喜
久
恵
氏
筆
『
鹿
島
重
好
歌
集
』
が
発
見
さ
れ
た
際
、
他
の
資
料
と
と
も

に
鹿
島
重
好
の
短
冊
が
一
枚
収
め
ら
れ
て
い
た
。

一
二

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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暮
春

　
　

花
に
寝
し
春
の
日
か
づマ

マ

も
暮
れ
に
け
り
あ
は
れ
胡
蝶
の
夢
ば
か
り
に
て

 

（
集
21　

異
同
無
し　

鴨
川
集
四
郎
集
・
春
・
春
の
歌
の
中
に
）

五
、
む
す
び
に
代
え
て

　

以
上
、
他
資
料
に
見
ら
れ
る
重
好
の
和
歌
と
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
所
収
歌
の

本
文
と
を
比
較
・
検
討
す
る
作
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
資
料
に
よ
っ
て

歌
集
と
一
致
す
る
歌
の
多
少
、
歌
の
語
句
の
改
変
の
有
無
、
歌
集
内
部
で
の
歌
の

扱
い
な
ど
に
差
異
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
現
象
は
、
稿
者
が

度
々
指
摘
し
た
よ
う
に
、
重
好
本
人
の
所
為
で
あ
る
と
考
え
た
と
き
に
最
も
納
得

が
い
く
。
こ
の
歌
集
の
原
本
は
や
は
り
重
好
の
自
撰
歌
集
で
あ
っ
た
と
想
像
さ

れ
、
重
好
は
そ
れ
を
編
む
に
際
し
て
、
自
分
の
過
去
の
詠
歌
の
中
か
ら
、
現
在
の

自
分
の
鑑
賞
眼
に
叶
っ
た
歌
を
選
び
、
歌
の
配
置
を
決
め
、
意
に
満
た
な
い
表
現

を
改
め
る
、
と
い
っ
た
作
業
を
行
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
服
部
喜
久
恵
氏

の
あ
と
が
き
は
信
頼
し
て
よ
く
、『
鹿
島
重
好
歌
集
』
は
、
重
好
自
筆
の
自
撰
歌

集
を
直
接
書
写
し
、
他
資
料
か
ら
の
補
遺
歌
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

鹿
島
重
好
は
、
当
時
の
類
題
和
歌
集
等
に
少
な
く
な
い
数
の
歌
を
残
し
て
い
る

が
、
今
ま
で
歌
集
の
存
在
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
、
書
写
の

時
期
が
新
し
い
と
は
い
え
、
そ
の
直
接
の
写
し
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大

き
い
。
し
か
も
、
歌
集
所
収
歌
二
九
三
首
と
補
遺
歌
六
首
の
大
部
分
は
、
他
資
料

に
は
見
ら
れ
な
い
歌
で
あ
り
、
雑
部
に
多
く
収
め
ら
れ
る
私
的
な
贈
歌
か
ら
は
、

和
歌
を
介
し
て
の
重
好
の
交
流
圏
や
当
時
の
米
子
歌
壇
の
活
動
の
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
歌
集
が
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
米
子
の
町
政
と
文

化
に
重
き
を
成
し
た
鹿
島
重
好
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後
は
米
子

の
文
学
史
だ
け
で
な
く
、
郷
土
史
の
上
か
ら
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
今
回
、
本
歌
集
の
内
容
・
構
成
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
稿
者
の
見
る
限
り
で
は
内
部
の
組
織
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
定

稿
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い
る
。
本
歌
集
は
四
季
・
恋
・

雑
の
部
立
を
持
つ
が
、
四
季
・
恋
の
歌
の
配
列
が
必
ず
し
も
時
間
的
推
移
に
従
っ

て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
前
後
・
錯
雑
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
こ
の
辺
り
の
検

討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
本
歌
集
に
収
め
ら
れ
た
重
好
の
和
歌
の
表
現

の
特
色
に
つ
い
て
も
当
然
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、
す
で
に
紙
数
も
尽
き
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
別
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（
１
） 

原
豊
二
氏
「
幕
末
の
米
子
歌
人
―
新
出
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
探
求
の
た
め
に
―
」

（『
山
陰
研
究
』
第
三
号
、
平
成
二
二
年
一
二
月
）。

（
２
） 

以
下
、
鹿
島
家
と
鹿
島
重
好
に
つ
い
て
は
、
船
越
元
四
郎
氏
「
鹿
島
家
」（『
米
子

の
歴
史
と
人
物
』
立
花
書
院
、
昭
和
五
七
年
三
月
）・『
米
子
市
史　

全
（
複
刻
版
）』

（
名
著
出
版
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
）・『
米
子
商
業
史
』（
米
子
市
・
米
子
商
工
会
議

所
・
米
子
市
商
店
街
連
合
会
、
平
成
二
年
三
月
）・『
新
修
米
子
市
史　

第
二
巻
通
史

篇
近
世
』（
米
子
市
、
平
成
一
六
年
三
月
）・『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』（
新
日
本
海

新
聞
社
・
昭
和
五
九
年
一
一
月
）
の
「
鹿
島
氏
」（
船
越
元
四
郎
氏
）・「
鹿
島
重
正
」

（
畠
中
弘
氏
）・「
鹿
島
重
好
」（
松
尾
陽
吉
氏
）
の
項
目
を
参
照
し
た
。

（
３
） 
注
２
の
『
米
子
市
史　

全
』
は
、
鹿
島
長
智
が
本
居
大
平
の
門
人
で
あ
っ
た
と
す

る
。『
国
学
人
物
志
』
は
、
高
階
惟
昌
編
・
小
川
寿
一
校
『
国
学
人
物
志
』（
名
古
屋

国
文
学
会
、
昭
和
九
年
八
月
）
を
参
照
し
た
。

（
４
） 『
無
題
歌
合
集
』
は
、
鹿
島
長
行
の
筆
に
成
る
袋
綴
一
冊
の
写
本
。
注
１
原
豊
二
氏

一
三

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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の
論
稿
に
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
こ
の
書
は
外
題
を
欠
き
書
名
が
明
ら
か
で
な
い

が
、
こ
こ
で
は
原
氏
の
呼
称
に
従
っ
て
『
無
題
歌
合
集
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
５
） 『
無
題
歌
合
集
』
に
よ
る
。

（
６
） 

辻
森
秀
英
氏
「
近
世
末
地
方
歌
壇
の
様
相
に
つ
い
て
―
類
題
和
歌
集
と
地
方
歌
壇
の

関
係
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
第
二
九
号
、
昭
和
四
八
年
六
月
）・「
近
世
類
題
和
歌

集
の
歌
人
た
ち
―
地
方
歌
壇
の
問
題
―
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
号
、

昭
和
四
八
年
九
月
）。
後
に
『
近
世
後
期
歌
壇
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
昭
和
五
三
年

一
一
月
）
に
収
録
。

（
７
） 

⑴
〜
⑸
の
本
文
の
引
用
は
以
下
に
拠
っ
た
。
⑶
の
『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
を
除
く
翻

刻
の
方
針
は
〔
付
記
２
〕
に
よ
る
。

　

⑴　
『
無
題
歌
合
集
』
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
所
蔵　

　
　
　

整
理
番
号
Ｃ
１
М
Ｇ　

０
２
３
２
、 

０
２
３
３

　

⑵
⑶　

朝
倉
治
彦
氏
監
修　

中
澤
伸
弘
氏
・
宮
崎
和
廣
氏
編
『
類
題
和
歌　

鰒
玉
・
鴨

川
集
一
〜
六
』（
ク
レ
ス
出
版
、
平
成
一
八
年
四
月
）

　

⑷　
『
類
題
採
風
集
二
編
上
・
下
』
刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
所
蔵　

国
文
学
研
究
資
料
館

紙
焼
Ｃ
５
６
０
５

　

⑸　
『
稲
葉
和
歌
集
上
・
下
』
米
子
市
立
図
書
館
蔵　

Ｙ
９
１
・
１
２
７
・
１

（
８
） 

④
「
霜
月
二
日
略
会　

日
孝
」
は
当
初
、
嘉
永
六
年
一
一
月
二
日
に
歌
会
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
が
、
一
一
月
一
〇
日
に
歌
合
に
編
み
直
さ
れ
た
。（
渡
邊
健
・
米
子
高

専
古
文
書
の
会
「
影
印
・
翻
刻　

嘉
永
六
年
十
一
月
十
日
鹿
島
家
歌
合
」（『
米
子
工

業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
三
号
、
平
成
三
〇
年
二
月
、
の
解
題
を
参
照
。）

そ
の
際
、
次
の
重
好
の
歌
が
「
埋
火
」
題
で
新
た
に
一
首
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
歌

は
『
重
好
歌
集
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

 

老
い
ぬ
れ
ば
心
も
細
く
成
り
に
け
り
身
を
埋
火
の
有
り
と
ば
か
り
に

　
　

 

ま
た
、
そ
の
歌
合
の
末
尾
に
は
、
判
者
・
小
谷
古
蔭
に
よ
り
選
歌
さ
れ
た
秀
歌
六

首
が
「
選
り
歌
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
重
好
の
歌
は
三
首
が
選
ば
れ
て
い
る

が
、「
か
ひ
な
れ
し
」
の
歌
は
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
９
） 『
類
題
和
歌　

鰒
玉
・
鴨
川
集　

六　

類
題
和
歌　

鴨
川
集　

詠
史
歌
集　

初
編
・

二
編
』（
ク
レ
ス
出
版
、
平
成
一
八
年
四
月
）
の
中
澤
伸
弘
氏
に
よ
る
『
類
題
鰒
玉

集
』
の
解
題
参
照
。

（
10
） 

こ
の
「
あ
ふ
ぎ
み
る
」
の
歌
は
、
詞
書
で
は
白
居
易
の
詩
を
心
に
思
い
浮
か
べ
て
詠

ん
だ
歌
と
あ
る
が
、「
挙
頭
望
山
月　

低
頭
思
故
郷
」
は
『
唐
詩
選
』
に
載
る
李
白

の
「
静
夜
思
」
の
第
三
・
四
句
で
あ
る
。「
白
居
易
」
は
重
好
の
記
憶
の
誤
り
で
あ

ろ
う
。

（
11
） 

注
１
に
同
じ
。

（
12
） 

中
澤
伸
弘
氏
「
幕
末
詠
史
和
歌
の
展
開
と
国
学
の
影
響
（
上
）（
下
）」（『
国
学
院
雑

誌
』
第
九
七
巻
第
四
号
・
五
号
、
平
成
八
年
四
月
・
五
月
）。

（
13
） 『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
は
活
字
本
で
あ
る
が
、
引
用
に
際
し
清
濁
を
改
め
、
送
り
仮

名
を
補
い
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
て
い
る
。

（
14
） 『
鴨
川
詠
史
集
』
二
編
は
本
来
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
刊
の
初
編
か
ら
さ
ほ
ど

時
日
を
経
ず
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
編
者
の
長
澤
伴
雄
は
同

年
紀
州
藩
の
政
治
情
勢
の
変
化
に
よ
り
閉
門
を
申
し
渡
さ
れ
、
さ
ら
に
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
に
は
揚
座
敷
に
拘
禁
さ
れ
、
同
六
年
（
一
八
五
九
）
に
自
死
す
る
に
至

る
。『
詠
史
集
』
二
編
は
未
刊
の
ま
ま
遺
さ
れ
た
が
、
伴
雄
の
息
六
郎
が
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
に
亡
父
の
遺
稿
に
本
居
豊
穎
の
序
と
、
自
身
で
書
い
た
跋
、
作
者
姓

名
録
を
加
え
て
出
版
し
た
。
山
本
嘉
将
氏
『
加
納
諸
平
の
研
究
』（
初
音
書
房
、
昭

和
三
六
年
一
一
月
）・『
近
世
和
歌
史
論
』（
文
教
図
書
出
版
、
昭
和
三
三
年
一
一
月

↓
修
正
復
刻
版
パ
ル
ト
ス
社
、
平
成
四
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
15
） 

注
１
に
同
じ
。

（
16
） 『
類
題
稲
葉
集
』
の
序
文
に
は
、
中
島
宜
門
が
撰
集
に
当
た
っ
た
と
き
「
嘉
永
の
今

に
至
る
ま
で
此
国
の
歌
人
ど
も
多
方
は
洩
ら
さ
ず
」
と
、
広
く
鳥
取
藩
内
の
歌
人
か

ら
歌
を
集
め
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
17
） 

注
１
に
同
じ
。
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〔
付
記
１
〕

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学

関
係
資
料
の
研
究
」
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
、（
研
究
代
表
者
・
野
本
瑠
美
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
付
記
２
〕

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
た

が
、
最
小
限
次
の
よ
う
な
処
置
を
行
っ
た
。

　

１　

漢
字
・
仮
名
の
表
記
は
現
行
の
字
体
に
よ
っ
た
。

　

２　

読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
語
の
清
濁
や
漢
字
の
送
り
仮
名
を
改
め
た
。

　

３　

繰
り
返
し
記
号
「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　

４　
「
ハ
・
ニ
・
ミ
・
ノ
」
の
片
仮
名
表
記
は
、
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
。

　

５　

仮
名
遣
い
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
違
う
と
こ
ろ
も
原
文
の
ま
ま
と

し
た
。

　

６　

不
審
な
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
と
傍
記
し
、
読
解
困
難
な
箇
所
は
「
■
」
で

表
記
し
た
。

〔
付
記
３
〕

　

貴
重
資
料
の
調
査
・
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
米
子
市
立
図
書
館
・
米
子
市

立
山
陰
歴
史
館
、
ま
た
、
鹿
島
家
系
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
鹿
島
恒
勇
氏
・
鹿
島
美
彦
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

写真１

写真２

一
五

『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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写真４

写真３

一
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Study Notes “Kashima Shigeyoshi－kasyu”

Watanabe Ken
（National Institute of Technology, Yonago College  Department of Liberal Arts）

〔 A b s t r a c t 〕

　The Kashima family, a wealthy merchant in Yonago in the Edo era, produced many 
waka poet.Kashima Shigeyoshi must, above all, be a great waka poet. Shigeyoshi’s collection 
of waka had been unknown, but recently “Kashima Shigeyoshi－kasyu” which Yonago 
City Library had owned came to light. According to its post script, in 1973 Hattori Kikue, 
Shigeyoshi’s great-grandchild, transcribed this collection of waka from the manuscripts in 
Shigeyoshi’s own hand. This is not an old manuscript, but as the result of survey, Hattori 
might have made a close transcription from the original book. In addition the possibility that 
Shigeyoshi selected his own waka to make this collection in the original book is high.

Keywords：The Kashima family, Kashima Shigeyoshi, Yonago poetry circle
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